
宮

古

方

言一
音

韻

論
の

一 、
序

宮
古
方
言
は
従
来 、
諸
学
者
に
よ
っ
て
琉
球
語
の
中
の
註(1〉

先
島
方
言
の

一
つ
と
し
て
分
類
さ
れ
て
来
て
い
る
が 、
宮
古
方
言
そ
の
も
の
の
細
別
分
類

に
つ
い
て
は
文
献
上 、
殆
ん
ど
か
え
り
み
ら
れ
て
い
な
かっ
た 。
た
だ 、
宮
古

，R1
司J
4ノ

出
身
の
註(2〉
与
儀
達
敏
氏
に
よっ
て 、
宮
古
島
本
島
方
言、
伊
良
部
島
方
言、

，p
-J
マ

多
良
間
島
方
言
と
い
っ
た
三
区
分
が一
応
た
て
ら
れ
は
し
た
が 、
そ
れ
と
て

も
音
韻
体
系
全
体
か
ら
の
研
究
を
伴
う
程
の
も
の
で
は
な
かっ
た 。
宮
古
方

言
研
究
の
先
党
者
た
る
ネ
ア
ス
キ
ー

氏
に
お
い
て
す
ら
宮
古
方
言
の
地
滅
的

細
区
分
に
基
づ
く

音
韻
比
較
研
究
の
発
表
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
見
て
よ

、ν
こ
の
細
分
類
は
結
局 、
地
域
的
小
方
言
(円四
但O
B-
Eσ・
全血]
23
同

志
聞
に
お
け
る
示
差
的
特
徴
(
音
韻
的
弁
別
特
徴)
並
に
余
剰
的
特
徴
(立日

鎖
的
非
弁
別)
の
研
究
か
ら
出
発
せ
ね
ば
な
る
ま
い 。註(3)

筆
者
は 、
一
九
五
八
年
九
月
か
ら
笠
年
二
月
迄
の
琉
球
大
学
研
究
科
留
学

中 、
仲
宗
根
政
善
教
授
の
ゼ
ミ
ナ
|

で
多
良
間
島
方
言
と
伊
良
部
島
方
言
に

接
す
る
機
会
が
あ
り 、
そ
の
後 、
同
年
七
月
以
来
現
在
に
至
る
迄
の
約
九
ヶ
月

間
の
宮
古
島
滞
在
(
こ
の
間 、

連
続
し
て
滞
在
し
た
訳
で
は
な
く
再
三 、

島

を
離
れ
た
と
と
も
あっ
た 。)
に
よっ
て一
応 、
本
島
方
言
に
つ
い
て
の
大
ま

っ
ぱ
な
概
念
を
得
る
こ
と
が
出
来
た 。
こ
れ
に
よ
る
と 、
結
局 、
前
記
与
儀
氏

考
察

94-

サ

ノレ

-

北

村

ム

エ

H 

の
三
区
分
説 、
つ
ま
り
宮
古
方
言
を
更
に
本
島
方一宮尺
多
良
間
方雪宍
伊
良

部
方
言
と
細
区
分
す
る
こ
と
に
妥
当
性
を
見
出
し
た 。
そ
れ
と
同
時
に 、
更

に
個々
の
地
域
的
小
方
言
に
就
い
て
細
か
く

音
韻
的
特
徴
を
追
求
し
て
行
く

と 、
同
じ
宮
古
本
島
方
言
の
中
に
お
い
で
す
ら 、
平
良
小
方
言、
下
地
小
方

hyr〈ぺ

ひき-E3

か'・zk

おおがみ

言、
城
辺
小
方
言、
久
松
小
方一言尺
狩
俣
小
方
言、
大
神
小
方
言
と
いっ
た

極
細
区
分
が
存
在
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
なっ
た 。
然
し
か
か
る
細
か
い
方

言
差
に
就
い
て
は
本
稿で
は
紙
面
の
都
合
上
割
愛
す
る
と
し
て 、
一
応 .さつ

ひ局内

と
宮
古
本
島
内註〈4〉
平
良
方
言
を
中
心
と
し
て
資
料
を
提
供
す
る
程
度
に

と
ど
め 、
詳
細
に一旦
る
宮
古
方
言
全
体
の
綜
合
音
観
体
系
は
全
島
各
地
が一

様
に
調
査
さ
れ
次
第
追っ
て
発
表
し
た
い
と
思っ
て
い
る 。

尚 、
・本
稿
資
料
蒐
集
に
あ
たっ
て
は
イン
フォ
l

マ
シ
ト
と
し
て
平
良
市

在
住
の
三
老
婦
人
(
八
十
才 、
六
十
五
才 、
六
十
三
才)
並
に
六
十
七
才
の

男
子一
名
の
協
力
を
得
た
他 、
宮
古
琉
米
文
化
会
館
職
員
十一
名
の
蔭の
援

助
の
あっ
た
と
と
を
付
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い 。

尚 、
平
良
市
以
外
の
地
域の
方
言
も 、
夫々

、
そ
の
土
地
の
古
老
達
を
イ

ン
ブ
ォ
l

マ
ン
ト
と
し
て
資
料の
補
充
を
図っ
た 。

〔
註〕

主主し怠

(
l)

先
島
と
は
宮
古 .

八
重
山
両
群
島
む
総
称 、

琉
球
列
島
の
先
端

に
位
置
し
て
い
る
た
め
便
宜
上
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る 。



宮古方言音韻論の一考察

東
条
操
氏
は
琉
球
方
言
を
次
の
如
く
三
区
分
し
て
い
る 。

「
薩
南
方
言

琉
球
語ム
沖
縄
方
言

戸
先
島
方
言

(2)
宮
古
本
島
下
地
町
出
身 、
現
在 、
琉
球
政
府
立
法
院
議
員
と
し

て
政
界
に
活
躍
し
て
い
る 。
氏
が
戦
前 、
宮
古
中
学
校
教
師
時
代
に
発

表
し
た
「
宮
古
島
方
言
研
究」(
方
言、
第
四
巻
第
十
号 、
昭
和
九
年
十

月
発
行 、
四
九
頁
l

七
七
頁
所
載)
は 、
宮
古
出
身
者
の
手
に
な
る
唯

一
の
宮
古
方
言
研
究
文
献
と
し
て
重
要
な
価
値
を
有
し
て
い
る 。

(3)
り・
ト『O口四日
の
い
う
狭
義
の
方
言
巣立国
(りH印刷UFOロ叩) 、
或い

は
出血口問叩ロ
の
提
唱
す
る
こ
言
語
間
又
は
ニ
方
言
閣
の
三
次
元
的
音

韻
比
定
に
基
づ
く
広
義
の
り宙開uyoロ由
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
必
要
と

さ
れ
よ
う。
(=
吋
Z
HUFOロ叩
ヨ叩
吉
田口口何回
包

り2口立
Hutoロ・ =

宮
高
言
、
N
S
3
3
F
h
H
8
3
ミ
ミ

と
三
ミ
h
sh
gH
5・
〈o-­

〈
口-
ZO印・
ω∞
AT
呂町田
|寸・
旬。・
H4
|
包・)

ひら
角

(4)
宮
古
本
島
平
良
市
の
方
言、
平
良
市
は
群
島
内
唯一
の
市
制
都

ほ柄ヲみず

市
で
人
口
三
万
五
千
余 、
宮
古
本
島
西
北
部 、
滋
水
港
(
平
良
港)
を

中
心
に
栄
え
た
宮
古
発
祥
の
地
で
あ
る 。

向 、
伊
良
部
島
は
宮
古
本
島
の
西
方
九・
六
粁 、
楕
円
形
の
島で
人
口

あき

一
万
二
千
余 、
島
の
西
南
部
の
伊
良
部 、
仲
地
両
字
の
方
言
と 、
そ
の

西
北
部
の
国
仲 、
長
浜 、
佐
和
田
の
方
言
と
は
音
韻
的
に
も
か
な
り
の

差
が
あ
る 。
と
れ
に
就
い
て
は
子
音
音
索
の
項
で
触
れ
る
こ
と
と
す

る 。
多
良
間
島
(
人
口 、
三
千
百
余
人 、
戸
数
五
百
九
十
五
戸)
は
宮

古
と
八
重
山
の
中
間 、
宮
古
本
島か
ら
西
南
二
八
海
里
に
あ
り 、
そ
の

す
ぐ
北
方
の
水
納
自国
(
人
口
百
八
十
六
人 、
戸
数
二
十
九
戸)
と
共
に

多
良
間
村
を
構
成。
も
と
も
と

八
重
山
に
属
し
て
い
た
と
い
わ
れ 、
方

言
学
上
か
ら
も 、
宮
古
本
島 、
伊
良
部
島
両
方
言
と
は
著
し
い
差
異
が

見
ら
れ
る 。音

領

H
分
節
音
素
(ω巾m
B
E
g-
HU
E
SB巾)

宮
古
本
島
平
良
方
言
に
は 、
次
の
二
八
個
の
分
節
音
素
が
認
め
ら
れ
る。

(\
\
は
音
索
記
号 、
〔
]
は
音
声
記
号)

母
音

\
p

r
t

F
O\
(
円
。

門?

\O\

お
潮
時
作
「
パ
e
w
濁
営

向伊
0

3
W
H同
E
uq
M叫
胃い
『H
\刊\
O
判明
削m
bH
刑制
移
mu
営
刷
。)
隣ハ
H
〉

子
品目

\N・
Z-

二

F
由
一

P
σ一

子
〈
一

デ
円Hu
n-
h
m-
w
一
回一

三

g-
ロ\

半
母
音

\
ヤ

当\

モ
l

ラ
音
素
\z-
C\

帥
か
ぶ
せ
音
素
(ωdH)
g
am
自由ロ
g-

E6ロ司
自叩)

か
ぶ
せ
音
索
と
し
て
は
高
さ
ア
ク
セ
ン
ト

(
EH口F
〉nnmロ件)
が
認
め
ら

れ
る
が 、
ア
ク
セ
ン
ト

の
型
は
音
韻
的
対
立
の
無
い
い
わ
ゆ
る
「一
型
ア
ク

セ
ン
ト」

に
属
す
る。

平
良
市
並
に
西
里
添
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

に
就い
て
は 、
上
村
幸
雄
氏
の

報
告
が
あ
る
が
二
音
節
名
詞
の
場
合 、
一
類
か
ら
五
類
ま
で一
様
に
高
起
式

と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る 。
註ハ2〉
(
助
詞
「
が」
に
あ
た
る
「
ぬ
ど」
を
付

け
て
も
型
は
閉
じ
高
起
式)

こ
の
「一
型
ア
ク
セ
ン
ト」

は
平
良
方
言
の
み
で
な
く

宮
古
全
体
に
見
ら

95 



れ
る 。
方
言
使
用
者
の
ア
ク
セ
ン
ト

へ
の
意
識
は
極
め
て
薄
く 、
日
本
語
共

通
語
を
話
す
場
合
に
も
裂
の
知
党
は
な
く一

様
に
平
板
化
し
て
発
話
が
な
さ

れ
る。
但
し
多
良
間
方
言
に
於
て
は 、
或
程
度
の
型
の
対
立
が
あ
り
「
弁
別

的
ア
ク
セ
γ
ト」註〈3〉
と
し
て
の
ア
ク
セ
ン
ト

索
の
設
定
が
必
要
と
さ

れ
る 。註〈4〉

次
に
イ
シ
ト

ネ
l

ν
ョ

ン
の
問
題
と
で
も
い
うべ
き
文
音
調
の
型
と
し
て

宮
古
方
言
全
体
に
共
通
な
現
象
が
あ
る。
こ
れ
は
方
一言
発
話
に
際
し 、
各 、

怠
の
段
落
(切円
8
5
0
8CHU)
の
最
後
の
音
節
に
お
い
て
急
激
な
上
昇
音

調
(
目的
Em
HO口問)
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 。
つ
ま
り一
つ
の
文
に
三

つ
の
息
の
段
落
が
あ
る
と
す
れ
ば 、
そ
の
話
者
は
夫
々
の
息
の
段
落
の
連品目

の
末
尾
を
上
昇
音
調
で
話
し 、
合
計
三
つ
の
上
昇
音
調
が
見
ら
れ
る
わ
け
で

あ
る 。
こ
れ
は
疑
問
文
の
上
昇
音
調
に
似
て
い
る
が
発
話
に
疑
問の
要
素
が

あっ
て
も
な
く
て
も 、
こ
の
息
の
段
落 、
息
切
れ
(
E口
明白)
の
直
前
の
上

昇
音
調
が
存
在
す
る。
こ
の
現
象
は 、
宮
古
方
言
使
用
者
が
日
本
語
共
通
話

を
話
す
際に
も
屡
々
観
察
さ
れ
る。

本
稿
で
は
便
宜
上 、
単
語
高
さ
ア
ク
セ
ン
ト

記
号
を
省
略
し
て 、
立国
韻
表

記
を
進
め
る
こ
と
と
す
る。

同
モ
l

ラ
構
造

子
音
音
素
を
\の\ 、
半
母
音
音
素
を
\ω\ 、
母
音
音
素
を
\〈\
で
表
せ

ば 、
平
良
方
言
の
モ
l

ラ
は
次
の
何
れ
か
の
構
造
を
有
す
る。

\の〈\・
\のω〈\・
\Z\・
\ρ\

\の〈\
の
\の\
の
位
置
に
は
全
て
の
子
音
音
索
が
立
つ
こ
と
が
出
来 、
同

じ
く\〈\
の
位
置
に
は
全
て
の
母
音
音
素
が
立
ち
得る。
そ
の
何
れ
の
結
合

も
可
能
で
あ
る
が
例
外
と
し
て
中
舌
母
音\と
は
摩
擦
音
(\子
〈\)
並
に

歯
音
(\ゲ
門戸
口\)
の
直
後
に
は
立
ち
得
ない 。註(5〉

(
向
\日\
が
\円\
〔[円]
又
は
[九]
そ
り
舌
側
音〕
の
直
後
に
立つ
場
合 、

\司\
は
脱
落
す
る
こ
と
が
多
い 。
そ
の
際
\岬\
の
狭
め
の
た
め 、
摩
擦
喋

音
を
生
じ
音
声
学
的
に
は
[N己
又
は
門N]
と
な
る 。
詳
し
く
は
子
音
音
索

の
ラ
行
の
項
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る 。)

\のω〈\
の
\ω\
の
位
置
に
は\]\
の
み
立
ち
\者\
の
立
つ
例
は
見
な

い 。
こ
の
唇
音
化
の
な
い
こ
と
は
宮
古
方
言
と
沖
縄
本
島
方
言
を
区
別
す
る

一
つ
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る 。註〈6〉
\のω〈\
の\の\
の
位
置
に
は
\y -
w

白
刊誌u
gロ
aw\
が
立
ち 、
\〈\
の
位
置
に
は
\白O己\
し
か
立
た
な
い。

\ρ\
は
\p
?
〈-
?
?
N-
?
?
と
な
ど
の
前
に
立つ。
東
京

方
言
な
ど
の
自
立
語
と
違っ
て
\C\
は
語
頭
に
立
ち
得
る
が註(7)
末
位

に
は
立
ち
得
な
い。

\Z\
に
は
成
節
的
鼻
音
(〔但]
〔
ヨ])
(山
広
忠一、 .
川市酔
貯めれ)
が
現

わ
れ 、
\のZ\
と
し
て
語
頭に
も
語
尾
に
も
立
ち
得る。

平
良
方
言
の
音
素
連
続
と
し
て
次の
諸
形
式
が
観
察
さ
れ
る 。

出w
見

掛
-EE

-
\ぷ\
〔N己

\明ル\
〔ιN恥]

日\}内片山\
〔
}ロ一〕

\}内包\
[}内担仲]

日\」Z\
門即
日〕

\』目Z\
〔』白
H4H]

\口同Z\
[ロ白
召]

\の〈の〈Z\υ
\r目白白Z\
〔}内白由同
Hd〕

\の〈\
\の〈ぐ\

\のくZ\
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八
北
品町円
斗回
当円
四
山市・
静岡V

八
答
困v

〈
決V

〈
諮
菰
V

〈
首相
V

〈
説
付
V

〈
町沖
V

八
滋V



\のZ\
一\ ・Z\
〔コ}

〈
瑚
尚
δ
、川判所
時
州聞
け
J可
思
封v

hzo〈\一\ ・zmE\
〔
三回己〕

八
晃司略V

\ -Z出回\
[司判明日]

八
謹〒
パ戸
前V

\のω〈\
一\
主
主
戸
E白]

〈
声。・
術V

\のω〈〈\
\
}ごロロ\
[
}乙ロ
]

八
砂田
V

\のω〈Z\一\ .
EZ\
ロロヨ〕

八
階砕片
品伊
〉

\ρの〈\
一\ρ片山\
[町内白]

〈
山市V

\C
PH\
[同町民〕

八
淘V

\の〈ρの〈\日\がρ〈印\
[印〈-〈釦]
八
筈V

こ
の
他に
宮
古
方
言
独
特の
閉
音
節と
し
て
次の
諸
例
が
挙
げ
ら
れ
る 。

\の〈の\一\
宮〈\[
官〈]"
[
EE]

〈
時間V

\
}2〈\[
}2
4・
[W口両]

〈
密
察・
岡
弘司V

\回目よく\
〔師同一〈]・
[忽一面]

〈
品巾
hHV

宮古方言音韻論の一考察

〔
註〕〈l)

多
良
間
方吾一自
に
は
次
の
語
例
に
お
け
る
[巾〕
が
観
察
さ
れ
た 。

向 、
イ
γ
フ
ォ

マ
y
卜

は
多
良
間
島
字
塩
川
出
身 、
下
地
朝
勝
氏
(二

ニ
才 、
当
時
琉
球
大
学
国
文
科
四
年
在
学)

[叩ロロ〕

〈
誌
洲
完
品山
叫a-
n
δ
v

[叩υ
σ
口

A
首刑
号
思
芯
V

〔
宮
2
5
3
〈
困問
。
l
樹V

山問 、
宮
古
本
島
西
里
添
方
言
及
び
来
間
島
方
言
に
間
投
詞
と
し
て
の

[叩]
が
あ
る
と
のこ
と
で
あ
る
が 、
筆
者
は
未
だ
実
際
に
は
聞
い
て
い

な
い 。
平
良
市
で
も
若
い
人
達
は
〔同宵白σR
E]
(
日
本
内
地
の
グ

あ

か
ん
べ
え
lH

に
当
る
「
馬
鹿
云
う
な」 、
「
ワ
ソ
っ
く
な」
と
い
っ
た

表
現)
な
どと 、
〔巾]
を
方
言
化
し
て
使つ
て
は
い
る
が 、
耳目
韻
体
系

と
し
て
の
\巾\
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い 。

(2)
上
村
幸
雄
氏
「
琉
球
諸
方
言
に
お
け
る
『一
・

二
音
節
名
詞』

の
ア
ク
セ
y
ト

の
概
観」(
国
立
国
語
研
究
所
論
集I 、
こ
と
ば
の
研
究

所
載)

(3)
服
部
四
郎
氏
は
「
音
韻
的
に
有
意
味
な
ア
ク
セ
y
ト」

(
同
氏 、

「
音
声
学」
九・
ニ
節 、
一
九
三
四
頁
参
照)
と
い
う

表
現
の
代
わ

り
に「
弁
別
的
ア
ク
セ
γ
ト」
な
る
語
を
提
案
し
て
い
る
が
音
韻
論
的
概

念
と
し
て
適
切
な
表
現で
あ
る 。
(
同
氏 、
4日
韻
論
か
ら
見
た
国
語
の

ア
ク
セ
y
トH

「
国
語
研
究」
第
二
号 、
二
七
頁
参
照)

(4)
多
良
間
方
言、
一
・

ニ
音
節
名
詞
(
勿
論、
東
京
方
言
の
一
音

節
名
詞
は
多
良
間
で
は
長立固
化
し
て
い
る)
で
は
頭
高
型
の
起
伏
式が

優
勢で
あ
る
が 、
三立田
節
名
詞で
は
中
高
式
の
他
に
「
尻
下
が
り

型」

と
で
も
い
うべ
き
・
l・

/・
が
見
ら
れ 、
こ
の
「
尻
下
が
り

型」
は

四
音
節 、
五
音
節
名
詞
で
は
夫々

・
l-
ー-

/・
.
・
ー-
1・

/・
と

し
て
優
勢を
保っ
て
い
る 。
つ
ま
り 、
多
良
間
方
言
多
音
節
名
詞
の
単

語
高
き
ア
ク
セ
ジ
ト

に
関
す
る
限
り
ア
ク
セ
y
ト

核
が
語
尾
か
ら
二
番

目
(
匂巾ロ己
主
自
民
ろ
に
あ
る
型
が
多
い
こ
と
と
な
る 。

向 、
こ
の
「
尻
下
が
り」
ア
ク
セ
y
ト

型
は 、
ハ
ワ
イ
在
住
沖
縄
出

身
者
の
共
通
語
発
話
に
も
僅
か
に
認
め
ら
れ
た 。
(
拙
箸 、
グハ

ウ
イ
在

住
沖
縄
出
身
者
の
日
本
語
ア
ク
セ
y
トH

ハ
ワ
イ
大
学
院
修
士
論
文、

一
九
五
九
年一
月 、
一
一
九
l一

二
O
頁)

(5)
平
良
方
言
で
\時\
が
歯
音
(\
ぐ・
\仏\・
\ロ\)
の
直
後
に
現

れ
て
い
な
い
と
い
う

音
韻
現
象
は 、
〉\
の
音
素
と
し
て
の
資
格
に一
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沫
の
疑
惑
を
与
え
な
い
で
も
な
い 。
〔己
が
[時]
と
弁
別
的
対
立
を
な

し
て
い
る
以
上 、
\同\
と

\H\
な
る
こ
つ
の
音
素
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
が 、
そ
れ
と
て
も
服
部
四
郎
博
士
が
奄
美
諸
島
方
言
の
〔己
と
ロ]

の
対
立
を
\円\
と
と
ぐ
の
対
立と
解
釈
さ
れ
た
卓
越
な
る
意
見
に
照

合
す
る
と 、
平
良
方
言
の
口]
も
或
い
は
と
ご
と
解
釈
す
べ
き
だ

っ
た
か
も
知
れ
な
い 。
い
わ
ゆ
る
「
経
済
の
作
業
原
則」
の
立
場
か
ら

も
上
記 、
服
部
博
士
のお
説
は
注
目
すべ
き
卓
見
と
云
え
よ
う 。

(6)
沖
縄
本
島で
〔
}つ5・
∞芸
品
と
い
う
ワ
行
動
音
を
聞
き
馴
れ

て
い
る
者
が
宮
古へ
旅
行
す
る
と 、
直
音
ば
か
り
の
方
言
に
奇
異
の
感

を
す
ら
抱
か
さ
れ
る 。
沖
縄
本
島で
は
共
通
語
の
「
会
社」 、
「
外
国」

と
い
っ
た
言
葉
に
ま
で
[W毛田ζ釦〕・
〔国耳目WOKロ]一
と
動
音
化
す
る

人
が
多
い 。
向 、
宮
古
本
島
下
地
町
で
は
〔σ6項目〕
〈〈
J『〈 1
d
汁

rd
V
と
い
う
語
が
あ
る
が
例
外
的
な
も
ので
あ
る
う 。

(7)
琉
球
語
に
多
い
語
頭
促
音
に
就
い
て
は
宮
良
当
壮
氏
の
研
究
が

あ
る。宮

良
当
壮
「
琉
球
語
概
論」(
民
族
学
研
究 、
第
十
五
巻
第
二
号 、
四

ニ
l

四
三
頁)
参
照。

三 、

宮
古
方
言
母
音
と
東
京
方
言
母
音
と
の
音
韻
対
応

付
短
母
音
対
応

平
良
方
言
の
短
か
母
音
音
素
は
東
京
方
言
の
短
か
母
音
と
次の
よ
う
に
対

応
す
る。況

判

担ー一回

�.一一白

帥/
"'-1= 

d・J

(JI 

o 
罪容

ロ /5
\議

ー民
知

沖
縄
本
島
方
言
と
同
じ
く

宮
古
方
言に
お
い
て
も一
モ
l

ラ
の
自
立
語
が

な
く 、

東
京
方
言一
モ
l

ラ
自
立
語
の
\〈\
に
は
宮
古
方
言
の
\〈
之
が

対
応
す
る 。A

M判
晃V
八
前
V
八
酷・
凶
V
八
品市
V
〈
E
V
八
決V

ST
一減
測

\
E

E

5

g

E\

時
叶

\ロ印 .白

zd

tJ

gd

E ・F\

そ
の
他
の
対
応
の
例
を
次に
示
す 。(
ア
ク
セ
y
ト

記
号
は
略
す)

八
同開
晃V

〈
斗m-
PV

〈
》V

〈
湿
V

\町田口白\

\ .白ロ白\

\
ゆ白口白\

\ .白ロ白\

、\、\白 血
、、、、

八
点
V

「
W河
川刈
\巾\

\
宮

戸
時
貯
\H\

\
買い

0
2
学
〈
熊
V

八
四
V
八
同
V

口戸町

口dmw
R戸市山

口己 .H

口戸由
民己

\4C
円四回\博(H〉

「
河
川刈
\昨\

戸
、同
時
\時\

。
swナ

〈
鴻V

八
爾
V

\げ即日山叩

ゲ同国片

\匂自由片

岡u白白F

八
VオV
\
HCH\醇(N〉

八
泳
法
V

\
印
ロ

5

8

\日ロヨ白

〈聞や，
V
八
戸V

\凹
E6

2
Bo

p-ロ印
伯尚
B昨

〈
什
嚇
V

NO 噌OW己

仏0 .omロ

「
同対
処
\戸\(ヂ明・目
δ
お)

戸
吋
時
\時\

o
swナ

「
減
淵

戸
時
F・

\}内白汁白\

\}内回同印\
人
将
V

片山田
刊

F向
山田仲

八
島
V

W但白山\
}内田由ル\

〈
泊
V

AUロ
FC

Au-w同

八
Nrv

gHW
5

 

5Jロ\

98 

.'- ，，' ^ 
5 己 到!とごとと V 

〈
震V

山下Hぷ\
wh"\ 



(

日

〈
令V

\ロ\(
U巾
846
δ
怠)
\ ・ロ巴

\己\

\ .E師同

〈
浄V

YEロ巾
yロロH

〈
罫v

.己円同由\
叩己門凶戸\

〈
時v

.0件。\
.口同ロ\

〈
鰍V

Y己-F白
げロ門担

、\ 、\巴 ot、 \、

'- '- 在
ケォ ロー でま己 o c::-: 
戸

v

八
個V

WOHo 

-内
ロ
門
戸

〈
溢v

.0』釦
.ロ』印

八
時惜V

口】己】内o
gz
-2
 

宮古方言音韻論の一考察

「
減
M刈

戸
時
叶

結
局 、
東
京
方
言に
お
け
る
五つ
の
短か
母
音は
宮
古
方
言(
平
良
方
言)

に
お
い
て
は
四
つ
と
なっ
て
い
る 。

伯
母
音
の
音
戸
学
的
音
価

伊
波
普
猷
氏は
宮
古 、
徳ノ
島
方
言の
E
は
o
の
転
枕
し
た
もの
で
今

で
は
昨日・
己N-
目
の
下に
し
か
現
わ
れ
な
い
と
述べ
て
い
る
が註(3〉 、
実

際に
観
察し
た
と
と
ろ
で
も 、
東
京
方
言の
\O\
に
対
応
す
る
\己\([E〕

に
な
るべ
き
か
?)
と 、
\己\
に
対
応
す
る
\己\
(〔ロ])
と
に
は
音
声
学

的に
大し
た
相
違は
見
ら
れ
ない 。
勿
論 、
音
韻
的
対
立
を
来
た
す
程の
示

差
的
特
徴
は
全
く
見
ら
れ
な
い
が 、
い
わ
ゆ
る
条
件
的
余
剰
特
徴
(口Oロ
宇

toロ
包!
な白神己
お)
と
して
例え
ば
〈
笠V\自己
}2\
の
発
音に
お
い
て
第

二
音
節
(門Wロ])
の
母
音は
第一
音
節
([ヨロ])
の
そ
れ
よ
り
幾
分口
が

大
き
く
関か
れ
気
味
の
よ
う
に
観
察
さ
れ
る 。
一
般
に 、
宮
古
方
言の
〔己]

は
八
重
山
方
言の
[
凸
と
同
様に 、
基
本
母
音
の
[
ι
に
極め
て
近い
よ

うだ 。
ゆっ
く
り
丁
寧に
発
音
さ
れ
る
際 、
[己〕
は
典
型
的
円
唇
奥
壬口
狭
母

音
の
形
を
示
し 、
唇が
上
下
左
右か
らつ
ぼ
ん
で
漸
次 、
前へ
突
き
出
す
よ

う
な
円
み
と
なっ
て
い
る 。
尚 、
この
\己\
を
通
時
的に
精
査
す
れ
ば
或

い
は
い
わ
ゆ
る
上
代日
本
語の
甲
類
(O) 、
乙
類
(O)
に
関
連
し
た
研
究

が
出
来
る
可
能
性が
あ
る
よ
う
だ。
そ
れ
に
つ
けて
も 、
服
部
博
士
の
報
告

に
よ
る
奄
美
群
島
諸
鈍 、
名
瀬
方
言に
お
け
る
甲
類
(O) 、
乙
類
(O)
に
対

応
す
る
\O\
と
\己\
の
発
見
は
極め
て
暗
示
的で
ある 。
笑4)

宮
古
方一吉口
母
音の
も
う一
つ
の
特色
は
中
舌
母
音\日\
の
存
在で
ある 。

ネ
フ
ス
キ
|

氏が
直
接 、
宮
古
島で
観
察し
た
とこ
ろ
に
よ
る
と 、
こ
の
同

は
F
と
己
と
の
中
間
音
で
ロ
ジ
ヤ
語の
巴
と
同一
の
もの
と
言っ
て
い

る 。
調
音に
際し
舌
先
が
著し
く口
蓋に
接
近
す
るた
め
破
裂
音に
先
立
た

れ
る
と
摩
擦
喋
音
が
嵩
じ
て
い
わ
ゆ
る
=

E
8
5m
gロロ
門っ
と
し
て
の

[印]・
[N]
を
伴
う
こ
と
が
多
い 。
こ
の
派
生
的[凹]・
[N〕
は
あ
くま
で
も

環
境に
よ
る
条
件
的
特
徴に
過
ぎ
ない
故 、
こ
れ
ら
を
音
韻
表
記
の
中に
入

れ
るこ
と
は
賛
成
出
来
ない 。
(\ヲ\[
宮口・
\σM\[
ぴ主]・
\笠\〔rg]・

\由同\
E
r])
そ
の
他の
母
音立回
紫に
就い
て
の
音
声
学
的
詳
述は
本
稿で

は
略
す
るが 、
ほ
ぼ
沖
縄
本
島
方
言の
そ
れ
と
似て
い
る
と
見て
差
支え
な

、ν同
長
母
音

平
良
方
言の\O\
は
長
音と
し
て
し
か
現
わ
れ
ない 。
し
か
も
大
抵 、
二

重
母
音の
音
韻
変
化
に
よ
る
もの
で
あ
る 。

八
塗
V
W楠
瀬
山市
\
B .C
-c\
[ζoh
E〈
こ白+
巳C]

討
礼町

\
宮口0 .0\
[
宮
B
A
B
E
Z己]

州叩
山
、
\ .0 .0ロ凹
E\
[05同
一E〈釦O+ロ白σ白]

持

\
8 .0\
[凹O一八日
2]

様

\
g ・0\
門σo一〈σ
E]

こ
の
竿
並
に
棒の
発
音に
関し
て
面
白い
方
音
分
布が
宮
古
群
島に
見
ら

ザアウ
パウ
バラ

れ
る 。
即
ち 、
竿 、
棒 、
笑
う
(〔
g
gz
N
E
B一])
と
いっ
た
語に
見
ら

ソー
ポl
パロ1

れ
る
二
重
母
音と 、
ォ
列
長
音の
相
違が
群
島
各
小
方
言に
はっ
き
り
と
現
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わ
れ 、

方
言
地
理
学
上 、

方
音
境
界
線
の
区
劃
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る 。

以
下 、

主
な
る
方
音
分
布
三
大
別
区
域
を
挙
げ
る
と 、

(
〉)

mO
V

E
r

g
g

潮
時
接
潟
H

M明
知
司・

ぉ
F

U戸
数
(
』に
Ir

同市
Hm
弓
δ
l

時閣
内
調
J3・
4.
答
5.
中
出由
崎誠一
銭
信
5・
l司
陶
務・
除
制一

出F
hm
E
泣一
喝
H凶
器
邸
付
苛
同即
時世・

(
切)

凹釦
ロ

gz -

E
E
f
い
閥
均
時
比体
感
H
団
事

加
河
(
同市
知

司
S
l

密)・
箆
悩
RH
hNUT--
熟
知・
同
時w-
時
前一
吋
比世
田H
1r
荏一

苛
H凶
器
阿世
別
部・
除
H世
世訓・
険
制口
田・
図
3・
世世
亙
勝一
い汁
審
問断・

(
の)

本
国持
縄
問骨
答
蕊
H

Ir
勾
主
羽
田
(
減
領・

討
泊
出世
判明)
・
:
:

n
n

ぺ
守H
議
守H
[
σo
凸
什
滞
時
併
営
ωV
S
胃い
滞
ゆ
守H
[
E
E
ロ〕
~H
rJ
JU
潟

国骨
ω
品川
副刈
戸、
パrJ
制。

尚 、

方
音
分
布
図
は
口
蓋
化
の
有
無
(
例
え
ば
太
陽
を
[同
区白]
と
発
音

す
る
か
?門

こ
区白]
と
云
5
か
?
或
い
は
下
駄
は
門白丘
明白]
か
?
守口
す]

か
?
等)

や
有
気
音 、

無
気
音
の
区
別
な
ど
に
よ
っ
て
も
描
く
こ
と
が
出
来

よ
う 。

こ
れ
に
就
い
て
は
後
日
発
表
の
機
会
を
持
ち
た
い 。

同

二
重
母
音

二
重
母
音
に
就
い
て
は
簡
単
に
例
を
挙
げ
る
に
止
め
る 。

(
ご

\
ロ\
+
\】\・
\
E ・H\
〈
羽
y
\印
戸 .
c
g\(
八
回O巾
古田)
八
割引
片
岡・

+→
ィ.
δ
h庁
亙円円
代
品円rJ
Ju
v-
\ -ロ ・
5H\〈
誌
V-

(
N
)

\白\
+
\H\一

\問
え\

八
緑
川u
δ
油開
通
出W
V

\
百戸\

〈
詑
蔀
V

\
芯
ぷ
広\

八
設
当門
町
n
~H
V

\ロ印 、H\

〈
長
潟V

(
事
8
AH
P
U叫
吋-
h
官
τ
A
斉
唱
商
い
δ

E
C

M三
〔
命日】
-
h
件
d
A
7
申
込川
崎
叶
パA
H
凶
♂

培、PNH
τ
刻
回世
Aリ
弘明
白v・
〉

(
ω)
 

(
品)
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\同\
+
\目\い
\
B白ぷ\

〈
涛
V

\釦\
+
\
ロ\

\
8 .
ロ\

〈
鳴
V

\
E .
己\

\ -Rロ\

〈
ミ
ト
ラ
J可
Nm
v

(
h
背
広
〔
。
u
-
h
川町
ペU
A
T
が
ヨ
砂川
出甲
F
f
〉

(
印
)

\
ロ\
+
\凶\い

\門
戸ヘ
ミ

八‘nv
V
(
〈門戸』
コ)

\
ロ
ロぷ\

〈
釜
V
(
八
口
己
ユ)

\同\
+
\
己\い

\
ペ
ロ\

〈
途F
V

\時\
+
\同\一
\ ・
2\

〈
国・
幣・
口付
加伊
V

八
棟
V

(由)
(斗)

〔
註〕(1)

宮
古
方
言
の
枝
が
\
五
と
に
な
ら
な
い
の
は
校
の
「エ」
が

\」巾\
つ
ま
り
ヤ
行
の
「
エ
」
で
あ
る
た
め
で 、

ア
行
の
「
エ
」
と
ヤ

行
の
「エ」
と
の
間
に
音
鎖
的
相
違
が
あっ
た
痕
跡
を
示
し
て
い
る
と

云
え
よ
う 。

(2)
こ
の
「
木」
が
\
EF\
に
な
ら
な
い
のは
上
古
日
本
語
の
木
が

乙
類
で
あ
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い 。
名
瀬
方
言で
は
木

が
\}内町\
で
あ
る
の
に
首
里
方
言
も
宮
古
方
言
も
\
笠岡\
で
あ
る
の
は

興
味
あ
る
現
象で
あ
る 。
山問 、
名
瀬
方
言で
は
「
毛」
も
「
木」
と
同

じ
様
に\w"\と
なっ
て
い
る 。

(
3

)

伊
波
普
猷
「
琉
球
語
概
観」
(
方
言
4
の
ω 、

ニ
頁
参
照)

(
4
)

服
部
四
郎 、
「日
本
語
の
系
統」
(
五
八
|

六一
頁
参
照)

四 、

子
音
の
音
韻
に
就
い
て

平
良
方
言
の
主
な
子
音立回
事政
に
就
い
て
概
略
す
る 。



付
カ
行
子
音

東
京
語の
カ
行の
子立自に
あ
た
る
もの
は
その
環
境に
よっ
て
F
m・
2

(凶)・
同
(事)
等
色々
の且目
が
あ
る 。

褐
測
は叫
叫づ
向〉
は可
[
W
ロ〕

判明
知
社
叫
δ
UU
〔
E-

舌]

制

\WロSo

pgz

wm

k
g
ロ円H

E
E
D

M
芥
同
5
5

知F

kg円O

同門
口

ロ

F内己
丘

町民的同

根

}2
8

2
8

滋
，0

.】
E
2

4
5"

町

r
aH

E白ル\

以
上
の
例
か
ら
分か
る
よ
う
に
東
京
方
言の
「ク」
に
対
応
す
る
平
良
方

言の
「フ」
は
語
頭 、
語
聞
を
問
わ
ず
現
わ
れ
る 。
尚
「
汲
む」
は
平
良で

は
[$ロB] 、
多
良
間
方
言で
は
ロ
ョヨ]
と
な
り
\
『E\
が
\吋\
に
変

っ
て
い
る 。
こ
の
成
節
的
〔召]
に
つ
い
て
は
後で
く
わ
し
く
触
れ
る
こ
と

と
す
る 。

こ
の
「
ク
↓フ」
の
例
外
と
し
て
は
蜘
妹
が
あ
る 。

東
京
方
言の
「
ク
モ」
は
平
良
で
は
[w
g『]
又は
守口
昌
と発
音さ

れ
「
ブ
ム」
に
は
な
ら
な
い 。
註(1〉

次に
東
京
方
言の
「コ」
は
平
良の
「
ク」
に
対
応
す
る 。
こ
の
際の

[
}E〕
は 、
殆
ん
ど
無
気立自の
[
巴
で
あ
る 。

〈
湖
北司v

wozσロ
H
wd〈

〈
輔副
V

官
W0

・

E
K
ロ

〈
煽V

WCmH

Eg

宮古方言音韻論の一考察

次に
「カ」
がハ
〔
E-
同印〕
に
な
る
珍し
い
音
韻
現
象が
宮
古
本
島
島

尻
(
戸
数一
一
四
戸 、
人
口
六
百
余
名)
に
ある 。
こ
こ
で
は\白\
と\
ど

に
挟
ま
れ
た
\W\
が
\Y\
と
な
り
音
戸
学
的に
は
[同〕
(軟口蓋無声音〉

に
近
い
音
と
なっ
て
い
る 。〈

号
V

〈
訓rJ
吾V

〈
州問
円寸
V

S
{
褐
鴻同州川叫
\
E
E\
\g
E」曲目白\

\」ロ
EW白\

戸
伊
河
川叫叫 ・
\ロ白}戸釦\
\g
E
S
Eロロ」釦
ヨ白\
\』ロロ田
町山\

〔口町同白〕
〔芯何回
gH白ロ戸HBB目]
[』己口同阿同]

〈
M7rJ
h宵V

\ -釦}向山口同\

\ w白町田口ル\

〔
gSH・「陣〕

但し
例
外
と
し
て
「
高山」
は
[gwE同日白]・
「
高
く立っ
て
い
る」
は

[
g
E!
E
gこ
ENw〕
と
な
り 、
〔
}凸
が
保
存
さ
れて
い
る 。
一
般に
w
N

げ
は
暖
昧
化
さ
れ
必
ずし
も
w
↓『
の
変
化が
行
わ
れ
て
い
ない
様で
あ

る 。
尚 、
平
良
方
言の
〔
E
E
E]
〈
ク
ソ
V 、[
Eロ印
E]
〈
卵V 、〔ヨケ

ロ印}内白〕〈
家
の
前
庭V
は
夫々
島
尻で
は
〔色白円白H
3・
ロロロ同何回]"
[BH・

ロ白同釦〕
と
対
応し
て
い
る 。
こ
の
w
NY(凶)
の
音
韻
変
化は
島
尻
部
落
以

外で
は
未
だ
採
集
さ
れ
ない
が 、
島
尻よ
り
数
粁
北に
離
れ
た
狩
俣
部
落で

は
\白\
に
挟ま
れ
た
\}内\
は
完
全に
消
失
し
て
し
まっ
て
い
る 。
即
ち

〈
中V
は
〔ロ曲目白]・
八
前
庭
V
は
[ヨ
吉田~白]・
〈官同い
もの
V
は〔
gN'

即ヨロロロ〕・
〈
高い
高い
V
は
〔gyg
品
と
なっ
て
い
る 。
こ
の
狩
俣
方

言と
同
じ
現
象
が
伊
良
部
島
の
字
伊
良
部 、
字
仲
地
の
両
方
言に
も
あ
る

旨 、
琉
球
大
学の
仲
宗
根
政
善
教
授
よ
り
伺っ
た 。
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兎
に
角 、
こ
の
}内
山川町(
と
な
る
現
象
は 、
服
部
博
士
の
い
わ
れ
る
「
原

琉
球
方
言」
に
あっ
た
と
仮
定
さ
れ
る
[
五
と
門
己
の
区
別
註ハ2〉
に
何

ら
か
の
暗
示
を
与
え
る
も
の
か
も
知
れ
な
い 。

東
京
方
言
の
清立自
に
対
し
て 、

濁
音
の
対
応
す
る
平
良
方
言
が
二 、

三
あ

る。
-B一

〔白血-円白印一回〕
八
淑
V-
〔白白田口
八
g
v

そ
の
他
[白血〕
の
音
節
と
し
て
[白血
目白〕
〈
洞
y

[白血一
E]

〈
ア
ヒ

ル

y

〔∞白
ヨ印]
八
指
小
辞 、
沖
縄
方
言
の
l
m者
白
に
当
る
V
等
が
あ
る 。

同
サ
行
子
音

サ
行
子
音
に
関
連
し
て
服
部
博
士
は
「
首
里
語
に
お
い
て
は
内
地
方
言
の

「
ス」
に
当
る
音
節は
古
く
E
で
あっ
た
が 、
E
↓印E
↓包
の
径
路
を

へ
て
(
伊
波
先
生
の
論
文)
但
に
変
遷
し
た。
た
だ
し 、
次
の品目
節
に
己

に
近
い
母
音
の
あ
る
時
は
原
音
E
が
保
た
れ
た」註(3〉
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
が 、

こ
れ
を
宮
古
方
言
に
よっ
て
検
証
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う 。

(
こ
れ
に
就
い
て
は
何
れ
発
表
の
機
会
を
持
ち
た
い
の
で
本
稿
で
は
割
愛
す

る
こ
と
と
し
た) 。

尚 、

東
京
方
言
の
「
セ
」

に
対
応
す
べ
き
平
良
方
言
の

ひ】\
己
己
の
語

例
と
し
て
\K
EH\
〔
E」戸]
〈
織
糸
V、
\m
5
白\
[』
5
同]
〈
姶
V
が
あ
る 。

又 、

東
京
の
「
ν
」

に
対
応
す
る
平
良
の
\回目\

の
語
例
と
し
て
\的
EH\

〈
赤
身
の
肉
v、
\回目
ヨ
白\
〈
都
港、

人
の
集
団
住
宅
V

\
百日目\
〈
年
V 、

\
冨回同\
八
橋
V 、
\
g
g曲目白\
〈
魂
V 、
\的
E\
〔片的
抗日〕
八
乳
V

等
が
あ

る。伺
タ
行
子止問

東
京
方
言
の
語一
頭
の
ツ
ロ
E〕
は
平
良
方
言
で
は
し
ば
し
ば
成
節
的
\
Z\

と
し
て
対
応
す
る 。

〈
登
V

〈
鴻
〈.
v

w別

判

\
2
2\

\
2
E∞
己\

同市

岡山

\
Z
ロ白\

\
Z
E由同\

次
に
沖
縄
方
言
で
は
屡
々
[
皆]

と
〔
日]
が
同門
g

〈白門戸山
口
広
と
し

て
現
わ
れ
る
が 、

宮
古
で
は
こ
の
例
は
見
当
ら
な
い 。

但
し
20]
と
〔
身O]

の

ご
2
〈白
己目
ロ片的
と
し
て
八
上
手
V
([
仏O一
円山N
F
己目。一
仏N
C〕

が
あ
る 0

.
[
己

と
〔凹〕
が
同
じ
環
境
で
現
わ
れ
る
場
合
が
平
良
方
言
の
種
[
冨
ログ

明白口一]
に
見
ら
れ
る 。
こ
れ
は
自
由
変
音
と
し
て
で
は
な
く

適
時
的
に
見
た

場
合 、

矢
張
り
別
の
意
義
索
に
属
し
て
い
た
・も
の
で
あ
る
う
が 、

平
良
方
言

で
は
\
S
E\
も
\凹曲
三\
も
区
別
な
く
〈
穏
V
と
し
て
用
い
て
い
る
よ
う

だ 。
(
東
条
操
編
「
全
国
方
言
辞
典」
に
よ
れ
ば
「
タ
ネ」
は
五
穀
に 、

サ
ネ

は
梅 、

桃
の
如
き
実
の
中
に
あ
る
も
の
と
区
別
さ
れ
て
い
る
地
方
が
あ
る
よ

う
だ
が 、

宮
古
に
於
て
も
形
態
論
の
観
点
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
る
の
が
望
ま

し
い 。)
註(
4〉

太
陽
の
こ
と
を
〔片山
岳]
又
は
つロ仏印〕
と
区
別
し
て
い
う
方
言
が
あ
る

が 、

こ
れ
は
地
域
的
に
はっ
き
り
し
て
お
り 、
一
つ
の
小
方
言
内
で
決
し
て

自
由
変
異は
行
わ
れ
て
い
ない。
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宮古方言音韻論 の一考察

東
京
方
言
の
ナ
行
子
音[ロ]
は
平
良
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る 。
た
だ 、
宮

古
全
体
と
し
て
コ
川
ヨ
の
相
通
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る 。

同

ハ
行
子
音

国
語
の
ハ
行
子
音
が
士口
く
は
[
巴
で
あ
り
そ
れ
が

マ+可
↓y
を
た
ど

っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
説
は
』
出OR
B白
ロ
P
回
自己
出・
の
Z
B
Z
ユ
2
P

上
田
万
年 、
大
島
正
健 、
岡
倉
由
三
郎 、
金
沢
庄
三
郎 、
安
藤
正
次 、
伊
波

地目
猷 、
橋
本
進士円
氏
な
ど
内
外
の
学
者
逮
に
よ
っ
て
深
く

研
究
さ
れ
て
来

た 。
こ
の
℃
立回
が
司

音、
『立目
よ
り
多
く

保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
先
島
方

言
で
あ
る 。
沖
縄
本
島
国
頭
地
方
(
今
帰
仁 、
伊
江 、
名
護 、
羽
地 、
本

部 、
久
志)
で
も
こ
の[
己
の
保
存
が
あ
る
が
語
頭
に
お
い
て
の
み
僅
か
に

見
ら
れ 、
僅
か
の
例
外
を
除
く

外 、
語
聞
に
お
い
て
は
既
に
切
を
失っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る 。註〈5)
然
る
に 、
宮
士口
方
言
で
は
語
頭 、
語
聞
を
問
わ

ず
〔
巴
の
保
存
が
見
ら
れ
る 。
但
し 、
\匂\
は
東
京
方
言
の
\ロ\
の
前
で

は
〔同〕・
〔$]
に
変っ
て
い
る 。

八
品帥・

わ
V

八
〉
V

〈
イ .
川市
V

〈
吻
V

八
海
v

w河
川刈

\
E
E

ZH
O

Z
S

7
0
5

げ
口
口市\

川市
知

\
宮
口白

目u
E

E
S

HUロ
E

HU
SH\

そ
の
他
語
聞
の
\匂\
の
例
と
し
て
は 、

\
B
G白
口白\

〈
周m
NY
H円
AY

税
制河
V
(
国
初
MOM
m開
問明)

\
E ・
5
ロ勺印\

八
対
δ
猟
V

\ -
己
目uロ\

〈
U庁
仰
す
V

尚 、
守〕
の
呼
気
は
弱
く

破
裂
音
も
極
め
て
弱
い。

宮
古
群
島、池
間
島
で
は
こ
の
匂
立自
の
保
存
が
殆
ん
ど
無
〈 、
HU
--も
Ivy

の
過
程
を
経
て
し
まっ
て
い
る
の
は
宮
古
方
言
全
体
か
ら
見
て
興
味
あ
る
事

で
あ
る 。
尚 、
池
間
島
か
ら
分
村
し
た
と
い
わ
れ
る
対
岸
の
伊
良
部
島
佐
良
浜

部
落
で
も
〔
己
は
聞
か
れ
ず
花 、
円持
は
〔
冨ロ白]
と
発
音
さ
れ
て
い
る 。

(
池
間
島
で
は
こ
の
他 、
\日\
が
ほ
と
ん
ど
な
く

\戸\
と
な
っ
て
い
る
点 、

極
め
て
沖
縄
本
島
的
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る 。)

例
マ
行
子
音

宮
古
方
言
で
は 、
東
京
方
言
の
\
ヨロ\・
\
ヨ
ぐ
に
対
応
すべ
き
音
節
が

屡
々
閉
鎖
音、

鼻
音、

摩
擦
音
の
前
に
お
い
て
逆
行
同
化
合
持
活
協
定叩

回目的日
g己白Eoロ)
と
で
も
云
う
べ
き
音
韻
変
化
を
起こ
し 、

音
節
\Z\
と

な
る
こ
と
が
多
い 。八

晃司
略
V

八
寄
V

M河
川判

\
ヨ即日O\

\
ヨ
ロロ叩\

相
知

\ .
zm
F

Z柏
戸\

\ .
Z
E\

同
じ
く

東
京
方
言
の
\
自己\・
\
BH\
に
対
応
すべ
き
宮
古
方
言
の
音
節

が
語
尾
に
現
わ
れ
る
場
合は 、
成
節
的
〔
召]
と
な
る 。
即
ち
東
京
方
言
の

\ロ\・
\
て
に
あ
た
る
末
尾
母
音
が
宮
古
方
言
の
場
合
語
尾
で
脱
落
し 、門
ヨ〕

が
閉
音
節
と
し
て
残
る
形
と
な
る 。
こ
の
際
〔
召〕
の
調
音
は 、
唇が
上
下

回
く

結
ぼ
れ
て
や
や
前
寄
り
に
突
き
出
る
恰
好
と
な
る 。
こ
の
際 、
呼
気
は

鼻
を
通
し
て
外
に
出
る 。
こ
の
唇の
突
き
出
し
は 、
[
ヨ]
が
後
舌
母
音\ロ\

の
前
に
あ
る
時
は
当
然
乍
ら 、
前
舌
母
音
\H\
や\白\
の
後に
で
も
見
ら
れ

る 。
\
ヨロ\
↓\
Z\ヘ\
ヨ己
Z\
〔
自己召]

ム
\ .
E
Z\
[
首
召〕

{\ .
E
Z\
[』ロ
ヨ]

\ぷ
Z\

ロ
ヨ]

八
摘
。
v

八
混
同匂
V

八
階片
片-
Nm
v

〈
首相
V
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\
ロ
ロZ\
門ロ
ロ
ヨ〕

〈
m
v

hρ
g
Z\
〔目的
凹白
召〕
〈
劉
V

\
口同
Z\
〔
口白
召〕

八
熊
V

\
B
E\

〔
gH
ヨ〕

〈
判
V

\
W白白血
Z\

〔}内白白血
包]
〈
滋
V

以
上
の
成
節
的
〔
召]
に
対
し
て
非
成
節
的
[
ヨ]
が
二 、

三
見
ら
れ
る 。

こ
の
[
日]
は
[
召]

と
選
っ
て
唇
の
突
き
出
し
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い 。

\
E
ヨ
ロ\
〔
音
ヨ
ロ〕

〈
腕
V
八
露
骨・
淘〈
V

\
在
自
己\

[
}内ω
百
ロ〕

〈
司
V

\
ヨ
ロ
ヨ
ロ\

[
包
戸
HHd
E]

〈
禁
V

\
ヨ
ロ
ヨ
ロ∞ロ\
門
HHg
gd由同一]
〈
禁
δ
対
V

(
交
1r
s
謎
S
AW

ょ
に
MU
斗
1
4
υ\
ザ
対い
i門
d
八
守H
M問
調
δ
[
己]
品町
お

~H
ト
代
時間
四
会
「
パ
〔唱]
作
淑
崎
戸、
八
rJ
向V
8
AU
険
制・
)

伯

ラ
行
子
音

日
本
語
固
有
の
語
で
は
\
之
が
語
頭
に
現
わ
れ
な
い
事
が
特
徴
と
さ
れ
て

い
る
が
宮
古
方
言
で
も
\
之
の
語
頭
に
あ
る
例
は 、

舟
の
檎
の
\
E\

以
外

に
は
余
り
な
い

。

東
京
方
言
の
\円
ぐ

に
対
応
す
る
宮
古
の
\同開\
は 、
\同\

の
狭
め
に
よ
る
摩
擦
喚
音
〔N]

の
発
生
に
よ
っ
て 、
\同\
は
音
声
学
的
な

聞
え
(日O
DO
E
C、)

を
失
っ
て
い
る 。

尚 、

東
京
方
言
の
\円叩\
に
対
応
す

べ
き
\
立\
は
脱
認
の
対
象
と
な
ら
な
い
で
語
中
に
残
っ
て
い
る 。
(
沖
縄
本

島
方
言
で
は
\同\

の
前
の
\円\
は
殆
ん
ど
例
外
な
く
脱
落
し
て
い
る 。

白
立
↓
宮
〈
有
り
v-

50
2
↓
B
E
八
森
V-

5
2
↓
E】
〈
鳥
V-

八
瓜
V〉

\円\
の
異立田
(由一-o℃EC
口問)

\
B
ぐ
↓\
Z\

己門戸
I+
己戸

と
し
て
多
良
間
・

伊
良
部
両
方
言
に
は
そ

り
舌
有
戸
側
面
音
の

己]

と
で
も
い
う
べ
き
音
が
語
尾
に
例
外
な
く

現
わ

れ
る 。
註ハ
6v

s
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つ目立一
σ
ミ]

〈
HH
d
パrJ
NV
V

[
7
0
ロ
g
g
t
k〕

〈
持
品町
村
八
仰い
V

[
Fc
b
zh〕

〈
派
パ
rd
ぶ
V

[
百
ロ
ロ
志向門Oh
E
K]

〈
込山
no
〉
HUH
W対
八rJ
h伊
V

[
r
sc』即日同]

〈
鴻
汁rd
V

[
E-
H
同一
口

〈
滋
昔、
パ
rJ
伽
V

(
」k
er-

-
R・

還
時
国間
尽『
h
【
む

時
測
調-
h
適
r
'
汁
MUH
副R
F
dh
H

Q
む

作
斗
ム
崎
MUM
F
醤
斗H
A何

r
f

M開
π
3・

h

S
円
。

戸
時
時
計
叫
8
時
開国
事
wm
δ
斗
崎
『塁
打
糧
苦
汁
孝
明r
hH
的白
什
弔
q

-h
r
f
J)
 

内

ヲ
行
子
音

東
京
方
言
の
\
宅\
に
対
応
す
る
宮
古
方
言
の
\
ぴ\
は
殆
ん
ど
例
外
な
く

語
頭 、

語
聞
を
問
わ
ず
現
わ
れ
る 。

〔
也事」〕
刑期
S
っ
す
σ
右]・
繊
[σ白円白〕・
掛町
鵡
[
E
E
go
ロO]

又 、
首
里
方
言
の
〔
5C
己
巴
〈
酔
う
y
〔
JE
円吉岡]
八
踊
り
V
は
宮
古

方
言
で
は
夫
々
[
σ』
戸]・
[
σ
E仏
ロNH]

と
な
る 。

東
京
方
言
の
「
上」

と
い

う
意
義
素
に
あ
た
る
平
良
方
言
は
\
者曲
が
σH\

又
は
\
者担 .

3
己\
で
あ
る

が
果
し
て
こ
れ
は
表
面
(
ワ
ワ
ベ
)

か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ

*"'"' dR
 

る 。

平
良
で
は
「
表
面」
に
あ
た
る
語
と
し
て
は
\
ヨ
印 匂
戸
W
B .白\
[
g

J
M

宵
宮一\
が
あ
る 。

尚 、

日
本
語
の
犯
は
沖
縄
で
は
\
〈〈
尺
ZWH\ 、

宮
古
で
は
\
σ
え
口出向\

と

し
て
甘
蕉
の
意
味
に
用
い
て
い
る 。
(
宮
良
当
壮
博
士
の
説
に
よ
る
と 、

支
那

て掌Lよ

で
は
サ
ト
オ
キ
ピ
の
こ
と
を
荻
庶
と
い
っ
た
と
あ
り
鑑
真一
の
東
夷
伝
に
そ
の

盟問
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る 。)



宮
古
上
布
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
る
「
ち
よ
ま」
(
苧
麻)
を
方
言
で

\
玄ぷ\
〔
Z一〕
と
い
い 、
「
麻
を
紡
ぐ」
と
と
を
\ぴ勺
こロ
~
g
g\
と
い

う
が 、
こ
の
\σ
と
は
日
本
語
の
蘭
(叶
↑君。
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
知

L
E、。

t
t
し

五 、
あ

カt

き

と

宮古方言 の音韻稔 の一考察

以
上 、
宮
古
方
言
を
音
韻
の
観
点
か
ら
概
略
的
に
眺
め
た
の
で
あ
る
が 、

同
じ
宮
古
群
島
で
も
地
域
的
小
方
言の
差
が
著
し
い
の
で
今
後 、
広
範
囲
な

研
究
が
必
要
と
さ
れ
よ
う 。
特
に
多
良
間
方
言
の
如
き
は
平
良
方
言
使
用
者

で
す
ら
理
解
に
苦
し
む
(
B
5
5-
q
cロ
E
S--
何回巴巾)
方
言
と
い
わ
れ
て

い
る
だ
け
に
徹
底
的
な
解
明が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。
多
良
間
島
は

「
言
語
学」
の
宝
庫
と
最
近
い
わ
れ
て
い
る
が註(7V
確
か
に
多
良
間
方
言

は
音
韻
の
面
か
ら
も 、
語
実
の
面
か
ら
も
興
味
あ
る
処
女
地
と
い
え
る 。

同
じ
く

琉
球
語
と
い
っ
て
も
宮
古
方
言
と
沖
縄
方
言
と
の
問
に
は
言
語
年

代
学
的
距
離
が
七
百
年
以
上
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る註
官〉
だ
け
に 、
上

代
日
本
語 、
ひ
い
て
は
日
本
祖
語
と
の
関
速
に
お
い
て
も 、
宮
古
方
言
研
究

は
極
め
て
暗
示
的
役
割
を
果
す
も
の
と
思
わ
れ
る 。

(一
九
六
0・
四・
一
O
記)

〔
註〕(

l)
 蜘

妹
は 、
島
尻
部
落 、
久
松
部
落
で
は
[
}E一]
と
な
っ
て
い

る 。
多
良
間
方
言
は
平
良
と
同
様
[
}自〈]
又
は
〔
}SE]
で
あ
る。

(
2)

服
部
氏
『
日
本
語
の
系
統」
(=
二
四
頁
多
照)

(
3)

同

お

さ
二
七
頁
H
)

(
4)

多
良
間
方
言
で
は
こ
の
「
タ
ネ」
と
「
サ
ネ」
を
は
っ
き
り

区

別
し
て
い
る 。
即
ち 、
翌
年
の
種
橘
き
用
と
し
て
保
存
し
て
お
く
五
穀

を
夫
々
次
の
如
く

称
し
て
い
る 。
八
種
掃
き
用
米
V[
ヨ白NL
門凶曲
目〕"

〈
粟
V
EN白
色白
E
V

〈
大
豆
V
[
B曲
目H
S
E
V

〈
麦
V
〔
自同国ト

押印
ロ
口

(
5)

仲
宗
根
政
善
「
国
頭
方
言
の
音
韻」
(『
方
言』 、
4
の
目 、
幻

頁)
(
6)

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
l

氏
も
宮
古
滞
在
中
こ
の
現
象
に
気
付

い
た
と
見
え
狭
い
区
域
で
河
の
代
り
に
?
を
用
い
て
い
る
所
が
あ
る

と
い
っ
て
い
る 。(
柳
田
国
男 、
『
故
郷
七
十
年』
〔
神
戸
市
の
じ
ぎ
く
文

庫
刊 、
昭
和
三
四
年
十
一
月〕
二
九
五
l

二
九
六
頁
参
照)

(
7)

座
談
会
記
事
「
沖
縄
は
言
語
学
の
宝
庫」(
琉
球
列
島
米
国
民
政

府
渉
外
報
道
局
出
版
誌
『
今
日
の
琉
球』
第
3
巻
6
号 、
一
九
五
九
年

六
月
号 、
川品
頁
多
照)

(
8)

服
部
四
郎
「
琉
球
語
及
び
琉
歌
に
つ
い
て」
(『
心
の
花』
印
の

8、
9
頁 、
及
び
『
日
本
語
の
系
統』
国
頁
愛
娘)

||
宮
古
島
平
良
市
在
住 、
先
島
地
区
琉
米
文
化
会
館
指
導
主
事

l1l
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